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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，認知行動療法（CBT）のセッションの様子を録画した動画を用い
て，CBTプログラム内におけるセラピスト-子ども-親の間の相互作用の分析を行い，日本と欧米諸国の比較を行
うことであった。本研究の結果，日本とオーストラリアの子どものCBTにおけるセラピスト-子ども-親の間の相
互作用の違いが明らかになるとともに，両国における初回セッションから最終セッションにおける変化も示され
た。以上の結果から，CBTの文化的適応に関する臨床的な示唆が得られた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to compare therapeutic interactions across CBT treatment 
delivered with two different cultural groups. We developed an observational coding system to examine
 behaviors exhibited by child, parent, and therapist during CBT sessions. Our results found 
significant differences between the two countries with respect to the treatment readiness of 
children, the proportion of talking during the sessions by parents and children, therapists’ 
laughter, length of silence during the first session, and parent indices of accommodation. This 
study suggests that interactions between a child, parent, and therapist during CBT sessions may be 
affected by the culture in which the CBT session occurs, which could have implications for 
culturally adapted CBT programs.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
同じ心理療法においても，実際のセッション内において，セラピスト，子ども，親の間でどのようなやりとりの
違いが国際的に見られるのかについて，本研究では初めて実証的に示すことに成功した。この成果は，異なる文
化における心理療法の文化的適応に関する臨床的な示すものである。さらに，本研究で用いた国際比較の方法
は，他国間での実施や，他の心理療法や障害における比較にも拡張可能な手法であり，当該分野の更なる研究促
進につながるものであると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
（１）現在の心理療法のエビデンスと課題 
児童青年期の不安症に対する心理社会的介入においては， 認知行動療法（CBT）が支援の
第一選択肢として確立されている（Higa-McMillan et al., 2016）一方で，主に欧米諸国の限られ
た文化に属する研究協力者を対象として実施された研究に基づき確立された実証に基づく心理
社会的介入を，どのように他の国や文化に適応をさせ，普及させていくかは大きな課題となっ
ている。 
 
（２）日本の児童青年期の不安症に対する CBTの有効性 
このような課題を受け，筆者らは児童青年期の不安症に対する CBTの有効性を検証するため
に，日本初のランダム化比較試験（RCT）を行った（Ishikawa et al., 2019）。本研究は，日本の
みならず，非英語圏アジア諸国における最初の RCT であった。その結果，CBT に参加したグ
ループの半分（50％）が主たる不安の問題から改善していたのに対して，まだ参加していない
子どもでは 12％のみであり，効果に有意な差が見られた。終了後半年では，66％以上の子ども
において，主たる不安の問題が見られた。これらの成果を総括すると，日本においても国際的
な水準と同レベルで CBTの有効性が証明されたといえる（James et al., 2020）。 
 
（３）CBTの文化適応に関する実証的データの必要性 
 上記の RCTでは，我が国における CBTの日本における普及可能性（dissemination）について
は検証可能であるものの，他文化，特に CBTが開発された欧米諸国との違いについては明らか
にすることができない。そこで，日本で録画された CBTセッションの様子を他国の CBTセッ
ションと比較することで，CBT における文化的適応（cultural adaptation）に関する実証的なデ
ータを得ることが可能となる。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，日本とオーストラリアで行われた無作為割り付け比較試験（RCT）内で実
施された CBTセッションの様子を録画した動画を用いて，プログラムの核となる共通の構成要
素におけるセラピスト-子ども-親の間での相互作用の分析を行い，日本と欧米諸国における当
該データの比較を行うことであった。 
 
 
３．研究の方法 
（１）行動評定尺度の作成 

2018年 4月 1日から 2019年 3月 31日までの１年間，オーストラリアのMacquarie University
にて研究を行った。まず，国際比較を可能とする行動評定システムを開発するために，オース
トラリアの CBTセッションである Cool Kidsプログラムを観察することとした。上記 RCTにお
ける臨床経験と，オーストラリアにおける CBTセッションの特徴を比較することで，国際比較
に有用な行動評定システムの開発を目指した。まず，Macquarie Universityに設置された Center 
for Emotional Healthの客員教授として正式任用され，守秘義務のある Cool Kidsプログラムの
CBT セッションのビデオにアクセスする資格を得た。次に，Cool Kids プログラムの研修を受
け，治療構造を把握した。Cool Kids プログラムは，大規模な RCT（Hudson, Rapee, Deveney, 
Schniering, Lyneham, & Bovopoulos, 2009）においてその有効性が確認されている世界的に普及し
たプログラムの一つである。以上のトレーニングを完遂し，Cool Kidsプログラムの概要を把握
したうえで，CBTプログラムの実際を観察し，日豪の比較の上で重要となる要素を拾い上げて
いくこととなった。その後，共同研究者であるMacquarie Universityの Jennifer Hudson教授との
協議のうえで，Cross-cultural Behavioural Observation System（C-BOS; Ishikawa & Hudson, 2019）
の開発を行った。C-BOS は親子の行動を評定する既存のシステム（Family Observation 
Schedule-VI; FOS, Pasalich & Dadds, 2009）を基盤に開発され，子どもの CBTセッションにおけ
る子ども，親，セラピストの行動を評定することができる世界初の行動評定システムである。 

 
（２）行動評定によるデータの収集 
続いて，C-BOS の暫定版を用いて，評定者トレーニングを行った。評定者は現地において，

CBT の臨床経験のある大学院生以上のセラピストを研究アシスタント（RA）として雇用する
こととなった。大学間協定に基づき，国際共同研究加速基金の予算を用いてMacquarie University
に所属する RA３名を雇用した。RAに対する半日の行動評定トレーニングを行った後，実際の
ケースについて暫定的な行動評定を行い C-BOSの改定を行った。同時に，日本においても博士
課程（後期課程）の学生をアルバイトとして雇用して，同様の手続きを行った。合計３回の修
正を経て，最終的に C-BOSの完成版が作成された。 

C-BOS は，子どもの CBT における，子ども，親，セラピストのやり取りを評定するために
準備された４つの領域とその下位尺度から構成される。第一の領域は，子どもの CBTセッショ
ンに対する準備性（Readiness）を測定する領域である。準備性は，開始（Initiation）と 潜時
（Latency）の下位尺度から構成される。開始は最初のセッションで子どもが自分の不安刺激や



場面に言及できるか否かを測定し，潜時はセラピストから質問されたときに，子どもが自分の
不安刺激や場面を答えることができるまでの正確な時間から測定される。第二の領域は，ダイ
ナミクス（Dynamics）であり，インターバル行動評定に基づいた２つの下位尺度から構成され
る。主導権（Initiative）は，そのセッションにおける個人（子，親，セラピスト）の話す割合
（つまり，セッション内の発話のパーセンテージ）を表し，流暢性（Fluency）は，CBTセッシ
ョンの流暢さを代表する行動の頻度を測定している。具体的には，笑い（Laughing）と沈黙
（Silence）によって評定される。以上の測定から，CBTセッション内の三者の力動を数値化す
る試みを行っている。第三の領域である手助け（Accommodation）は，親の子どもへのかかわ
りに焦点を当てており，３つの下位尺度から構成される。会話の方向性（Direction to talk）で
は，セラピストから子どもへの質問に対して，子どもが親の方を見るという反応が観察される
行動をカウントする。代弁（Speak for）では，セラピストの子どもへの質問に対して，親がそ
の質問に代わりに答える行動をカウントする。最後に，横やり（Interruption）は，親はどのく
らいの頻度で子どもとセラピストとの会話に横やりをいれるか，について測定する下位尺度で
あり，セッション内のセラピストと子どもの会話，もしくは３名で共有されている会話であっ
ても親が言葉をどちらかの言葉の上から言葉を重ねるという行動でカウントされる。最後に，
第四の領域である志向性（Orientation）は，セラピストの行動に焦点を当てており，２つの下
位尺度が準備されている。まず，遠回り（Detouring）は，セッションが開始された時間から，
セラピストが CBTセッションの核となる話題を持ち出すまでの時間の差を測定する。準備性と
対応する形でセラピストが中心的話題を実施するまでにどの程度時間をかける必要性があるか
を反映していると考えられる。最後に，言語化（Verbalization）は，セッション内で用いられた
情緒状態を表現する言葉を抽出し，その頻度を測定している。この下位尺度は，感情表現がど
のくらい直接的に両国で行われているか，あるいはあいまいな表現がどの程度用いられている
かを明らかにするために測定される。 
 
（３）分析対象と分析計画 
 選択基準を満たした 7-15歳の不安症の子どもを含む 60名の家族（日本 30家族，オーストラ
リア 30家族）が分析の対象とされた。いずれも各国の RCTに参加した家族のデータを二次的
に分析した。最初のセッションに加えて，最終セッション（日本では８セッション目，オース
トラリアでは 10セッション目）が分析対象とされた。本報告では，準備性（Readiness），ダイ
ナミクス（Dynamics），手助け（Accommodation）の成果について報告する。最初セッションの
みで測定される準備性（Readiness）については，両国の差をχ２検定と分散分析を適用した。
最初と最後のセッションを有する残りのデータについては，時期（2）×国（2）の分散分析を
行い，人口統計学的変数に有意な違いが生じている場合は，当該変数を共変量とした共分散分
析を行った。 
 
 
４．研究成果 
（１）準備性（Readiness） 
 開始（Initiation）の両国差を検討した結果，オーストラリアでは 80％の児童が不安の対象に
ついて話すことができたのに対して，日本では 33.33％であり，その差は有意であった（p < .01）。
一方で，潜時（Latency）には，両国に有意な差は認められなかった（n.s.）。 
 
（２）ダイナミクス（Dynamics） 
 主導権（Initiative）について分析を行った結果，子どもの発話量について両国の間で有意な
差がみられ，オーストラリアの子どもの方が多く話していることがわかった（p < .05）。親の発
話量については，時期と国の交互作用が有意であった（p < .05）。下位検定を行った結果，親の
発話量はオーストラリアの方が日本よりも有意に多かったが，最初のセッションよりも最終セ
ッションの方が増えているのは両国共通であった（Fig. 1）。さらに，セラピストの発話量につ
いても交互作用が有意であり（p < .01），オーストラリアのセラピストのみ，最終セッションで
有意に発話量を減らしていることが分かった。そして，最終セッションを比べた場合のみ，日
本のセラピストがオーストラリアのセラピストよりも発話量が多かった。 
流暢性（Fluency）について，子どもと親の笑いに有意な結果は得られなかった。唯一，セラ
ピストの笑いにのみ，有意な結果が得られて日本のセラピストの方が笑いの割合が多いことが
示された（p < .01）。沈黙については，交互作用が有意であり（p < .05），最初のセッションを
比較した場合，日本のセッションの方が長く沈黙していることが示された。さらに，日本のセ
ッションのみ最終セッションでは沈黙の割合が減少していることが分かった。 



 
Fig. 1 Difference between two countries for Initiation at the first and last sessions 

Note: A = Australian, J = Japanese 
 
（３）手助け（Accommodation） 
 会話の方向性（Direction to talk）について，時期と国による差について検討したところ，オ
ーストラリアの子どもの方が多く，質問されたときに親の方を見ることが分かった（p < .05）。
代弁（Speak for）については時期や国による差は見られなかった。横やり（Interruption）につ
いては，時期と国の交互作用が有であった（p < .05）。最終セッションにおいて，オーストラリ
アの親は，日本の親より多く，子どもとセラピストとの会話に横やりをいれること，最初のセ
ッションに比べてその行動を多く示すことが明らかとなった（Fig. 2）。 

 
Fig. 2 Difference between two countries for Accommodation at the first and last sessions 

Note: A = Australian, J = Japanese 
 
（４）まとめ 
本研究においては， CBT セッションの実際のやり取りを測定できる世界初の行動評定尺度
である C-BOSが開発され，それに基づき日本とオーストラリアの実証的なデータが収集された。
そして，実際のセッション内での，子ども，親，セラピストのやりとりについての両国での違
いが数量的に表されることとなった。このデータは，この成果は，心理療法の文化的適応につ
いての実証的データを提供するという意味で，世界的にも価値あるものになることが期待され
る。そして，この成果は，CBTを専門とする研究者に広く知られる国際誌 Behavior Therapyへ
の掲載を通じて発信されることとなった（Ishikawa et al., 2022）。 
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